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早
期
避
難
の
自
分
ル
ー
ル

　

こ
れ
ま
で
、
国
は
大
き
な
災
害
が
あ
る
た
び
に
被

害
を
分
析
し
、
新
た
な
知
見
、
対
策
を
加
え
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
、
自
治
体
や
関
係
団
体
に
示

し
て
き
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
、
九
州
北
部

豪
雨
災
害
、
西
日
本
豪
雨
災
害
な
ど
、
住
民
の
早
期

避
難
が
必
要
な
災
害
に
お
い
て
、
十
分
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
か
は
、
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

早
期
避
難
の
成
否
は
、
結
局
は
住
民
一
人
一
人
の

決
断
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
決
断
を
正
し
く
導
く

た
め
に
は
、
行
政
か
ら
の
避
難
勧
告
等
の
発
令
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
に
よ
る
情
報
提
供
は
も
ち
ろ
ん
重

要
で
あ
る
が
、
自
助
と
し
て
住
民
が
正
し
く
決
断
を

す
る
た
め
の
教
育
、
計
画
、
訓
練
の
場
や
機
会
が
必

要
だ
。

　

例
え
ば
、
津
波
災
害
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

①
こ
の
地
域
に
は
地
震
発
生
後
、
何
分
で
何
ｍ
の
高

さ
の
津
波
が
来
る
可
能
性
が
あ
る
か
。

②
地
震
の
揺
れ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
。

・�

事
前
に
な
す
べ
き
こ
と
は
、
住
宅
の
耐
震
性
確
保

や
家
具
の
転
倒
防
止
。

・�

動
け
る
程
度
の
揺
れ
な
ら
、
丈
夫
な
机
の
下
等
、

安
全
な
場
所
に
移
動
す
る
。

・�

古
い
家
な
ら
す
ぐ
に
外
へ
出
る
。

・�

全
く
動
け
な
い
ほ
ど
強
い
揺
れ
な
ら
、
落
下
物
か

ら
身
を
守
る
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
ポ
ー
ズ
を
取
る
。

③
家
を
出
る
ま
で
に
何
分
か
か
る
か
。
着
替
え
等
に

時
間
が
か
か
る
就
寝
時
を
基
準
に
考
え
る
。「
家
の

中
は
大
き
な
揺
れ
と
と
も
に
停
電
し
て
真
っ
暗
」

と
い
う
前
提
条
件
で
考
え
る
。

・�

避
難
時
に
は
、
ど
の
よ
う
な
服
装
、
靴
で
逃
げ

る
か
。

・
暗
闇
の
中
で
着
替
え
る
の
に
何
分
か
か
る
か
。

・
避
難
時
に
は
何
を
持
っ
て
い
く
か
。

・�

必
要
な
も
の
を
探
し
て
取
り
出
し
、
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
等
に
入
れ
て
背
負
う
の
に
何
分
か
か
る
か
。

・�

家
を
出
る
ま
で
何
分
か
か
る
か
。

④
避
難
場
所
ま
で
歩
い
て
何
分
か
か
る
か
。
③
と
同

じ
く
夜
間
停
電
時
を
基
準
に
す
る
。
暗
闇
の
中
を

避
難
す
る
が
、
そ
の
最
中
に
余
震
が
あ
っ
た
り
、

隣
近
所
が
気
に
な
っ
た
り
す
る
と
い
う
前
提
条
件

で
考
え
る
。

・�

安
全
な
避
難
場
所
は
分
か
る
か
。

・�

暗
闇
の
中
で
避
難
場
所
に
行
く
ま
で
に
何
分
か
か

る
か
。

地
区
防
災
計
画
と
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域
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の
活
性
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早
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と
避
難
行
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要
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援
者
個
別
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計
画
〜
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こ
れ
ら
を
、
一
人
一
人
で
考
え
て
確
実
な
成
果

を
上
げ
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
地
区
防
災
計

画
作
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
す
る
。
地
域

住
民
が
学
び
、
話
し
合
い
な
が
ら
「
早
期
避
難
の
自

分
ル
ー
ル
」を
事
前
に
作
る
こ
と
で
、
防
災
が「
わ
が

事
化
」す
る
。

　

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
数
字
で
明
確
に
示
す
こ
と

だ
。「
迅
速
に
」「
早
期
に
」「
可
能
な
限
り
早
く
」と
い

う
言
葉
で
伝
え
て
も
、
受
け
取
る
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
。
例
え
ば
10
分
以
内
に

10
ｍ
の
津
波
が
来
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
な
ら
、
安

全
を
考
慮
し
、
着
替
え
や
緊
急
物
資
の
持
ち
出
し
も

含
め
て
、「
５
分
以
内
に
高
さ
10
ｍ
以
上
の
場
所
に

移
動
し
よ
う
」
と
い
う
計
画
に
な
る
。
そ
れ
が
確
実

に
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
の
が
、
避
難
訓
練

だ
。
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
ら
、
そ
れ
は
自
分
の

避
難
ル
ー
ル
に
な
る
。

　

時
間
が
か
か
る
な
ら
着
替
え
は
と
も
か
く
、
何
も

持
た
な
い
で
避
難
し
て
は
ど
う
か
。
持
ち
物
を
持
た

な
く
と
も
、
時
間
内
に
徒
歩
避
難
で
き
な
い
場
合

は
、
地
域
で
話
し
合
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
人
だ
け
は

車
避
難
を
認
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
計
画
の
課
題

　

そ
れ
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
、
自
分
だ
け
で

は
車
避
難
も
困
難
な
避
難
行
動
要
支
援
者
は
ど
う
し

た
ら
良
い
だ
ろ
う
か
。

　

２
０
１
３
年
８
月
の
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避

難
行
動
支
援
に
関
す
る
取
組
指
針
」（
内
閣
府
）
で
の

主
な
流
れ
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・�

市
町
村
が
基
準
を
設
定
し
、
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
作
成
す
る
。

・�

市
町
村
長
は
、
平
常
時
か
ら
名
簿
を
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
を
得
ら
れ
た
避
難
行
動
要
支

援
者
に
つ
い
て
、
消
防
機
関
や
都
道
府
県
警

察
、
民
生
委
員
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、

自
主
防
災
組
織
等
の
避
難
支
援
等
関
係
者
に

名
簿
情
報
を
提
供
す
る
。

・�

地
域
の
特
性
や
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
名
簿

情
報
に
基
づ
き
、
市
町
村
又
は
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
民
生
委
員
等
）
が
中
心
と
な
っ

て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
と
打
ち
合
わ
せ
、

具
体
的
な
避
難
方
法
等
に
つ
い
て
個
別
計
画

を
策
定
す
る
。

・�

発
災
又
は
発
災
の
恐
れ
が
生
じ
た
場
合
は
、

本
人
同
意
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
名
簿
を
避

難
支
援
者
に
提
供
す
る
。

・�

名
簿
情
報
の
提
供
に
同
意
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
避
難
支
援
者
が
中
心
と
な
っ
て
事
前
に

定
め
ら
れ
た
個
別
計
画
等
に
基
づ
き
、
避
難

行
動
を
支
援
す
る
。
名
簿
情
報
の
提
供
に
同

意
し
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
範

囲
で
支
援
を
行
う
よ
う
協
力
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
）

　

最
も
難
し
い
の
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
「
個

別
計
画
」
の
作
成
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
市
町
村
や

民
生
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
を
抱
え
た
避
難
行

動
要
支
援
者
と
地
域
住
民
と
の
間
に
入
っ
て
、
具
体

的
な
個
別
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
十
分
な
人
員
と
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

あ
る
市
の
担
当
者
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
７
万
人
の

避
難
行
動
要
支
援
者
が
い
て
、
こ
の
５
年
間
、
懸
命

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
個
別
支
援
計
画
が
で
き
た

の
は
千
人
を
少
し
超
え
た
程
度
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
毎
年
の
更
新
作
業
が
必
要
に
な
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
が
強
い
地
域
で
あ
れ

ば
、
避
難
行
動
要
支
援
者
一
人
一
人
に
、
避
難
支
援

者
が
寄
り
添
っ
て
支
援
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
る

と
難
し
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
け
に
頼
っ
た
こ
の
取

り
組
み
で
は
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
明
ら
か
だ

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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